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のごみでつくったランプ
プラスチック製のボトル、
キャップ、網

あみ

他　2015年
東京都現代美術館での展示
ヨーガン・レール
［1944～2014 ドイツ］
海岸に流れ着くごみを拾い集め、
美しいランプに生まれ変わらせ
た作品。明かりがともったラン
プが連ねられた展示風景は、地
球環境に関するメッセージを鑑

かん

賞
しょう

者に投げかけている。

安全な通行　ライフジャケット他
Reframe　救命ボート他
2016年
ヨコハマトリエンナーレ2017に
おける横浜美術館（神奈川県）
での展示
艾
アイ

 未
ウェイ

未
ウェイ

［1957～ 中
ちゅう

国
ごく

］
入り口の大きな柱には、「安全
な通行」という難民たちが実際
に着用していたライフジャケッ
トでつくられた作品が展示され
ており、難民問題の現実を私た
ちに突きつける。また、壁面には、
救命ボートを窓

まど

枠
わく

に見立てた作
品「Reframe」が展示されている。

SDGsとは、持続可能な世界を築くために、
世界中の人々が協力して取り組む必要のある
17の目標のこと。アイコンをヒントに、
作品に込

こ

められたメッセージを考えてみよう。

美術には、私たちが気づいていないものに気づかせ、考えさせる力がある。
また、人と人とをつなぎ、よりよい未来を生み出すきっかけを与

あた

えてくれる。
あなたはどんな未来をつくりたいだろう。そのために問いかけたいことは何だろう。

私たちに問いかける美術

とても大きな、空のはなしをしよう
壁
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画
が

、アクリル　高さ5.1m　2013年　ウォールアートフェスティバル2013（インド）　大
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小
こ

島
じま
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ま
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 ［1987～ 東京都出身］
インドの村の学校に壁画を描

えが

くプロジェクト。村の人々と共同で制作することで、学校への関心を高め、子供たちには
つくる喜びや楽しさを伝える。また、プロジェクトを発信することで、村の教育環

かん

境
きょう

の整備にもつなげている。

アイス・ウォッチ　氷河の氷　2014年　写真は2015年のパリ（フランス）での展示風景
オラファー・エリアソン ［1967～ デンマーク］（地質学者ミニック・ロージングとの共作）
氷河から解け落ちた氷の塊

かたまり

を、街の広場に展示した。鑑賞者
は実際に氷に触

ふ

れ、それが解ける様子を見ることができる。
地球温暖化による影

えい

響
きょう

を体感させることを意図した作品だ。

教育への関心を呼び起こす
地球温暖化への警鐘

海洋ごみへの警
けい

鐘
しょう

難民問題への問いかけ

浜辺で材料を拾う作者。

壁画を制作する様
子。住民と協力し
て描かれた。

グリーンランドの海で、
氷を引き上げる様子。

ラス・パルミタス（メキシコ）で
行われたアートプロジェクト
2015年
ジャーマン・クルー（メキシコの
ストリートアーティスト集団）
ギャングの抗

こう

争
そう

などで犯罪が多
発した地区に、犯罪・暴力撲

ぼく

滅
めつ

キャンペーンの一環で地元住民
とともに壁画を描いた。住民の
意識の高まりや、観光客の増加
で、犯罪が大

おお

幅
はば

に減少した。

安全で住みやすい街に
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SDGsについ
ての解説動画
を見てみよう。

二 次 元
コードが
入ります。

4 65

ギリシャのレスボス島を目ざす難民。ヨーロッパへの玄
げん

関
かん

口となるこの島には、
戦乱や貧

ひん

困
こん

から逃
のが

れようと、たくさんの人々が押
お

し寄せる。

令 和 7 年 度 版 中 学 校「 美 術 」 学 び を 深 め る 工 夫

SDGsに配慮した教科書
持続可能な社会について考え、
行動できる生徒を育てるため、
SDGsに関連する作例を幅広く掲載しました。

各題材に関連する目標を示しました
SDGsの17の目標のうち、関連する目標の番号を
題材の最初のページに示しています。

SDGsに関連させて考えるページを設定しました
SDGsと関連させながら、美術作品に込められたメッセージを考えるページを設けました。

2・3年  P.4～6 「私たちに問いかける美術」

難民たちが海を渡るときに着用していた
ライフジャケットでつくられた作品。

SDGs 4 5 6 7 10 13 14 16

鑑賞者に、難民問題について
考えさせる作品なんだね。

本資料は、一般社団法人教科書協会が定めた
「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。内容解説資料

2・3年  P.70～71
「メッセージを伝える」



2・3年  P.4～6 「私たちに問いかける美術」

貧困をなくそう

2・3年  P.4～6 「私たちに問いかける美術」
2・3年  P.70～73 「メッセージを伝える」

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

2・3年  P.80～81 「みんなのためのデザイン」
2・3年  P.92～93 「憩いの場をつくる」

産業と技術革新の
基盤をつくろう

2・3年  P.4～6 「私たちに問いかける美術」
2・3年  P.68～69 「暮らしの中のデザイン・工芸」
2・3年  P.70～73 「メッセージを伝える」
2・3年  P.76～77 「わかりやすく情報を伝える」
2・3年  P.80～81 「みんなのためのデザイン」
2・3年  P.104～105 「美術の力」

人や国の不平等をなくそう

1年  P.50～51 「印象に残るロゴマーク」
1年  P.66～67 「美術館を楽しもう・芸術祭へ行こう」
2・3年  P.4～6 「私たちに問いかける美術」
2・3年  P.46～47 「環境とともに生きる彫刻」
2・3年  P.68～69 「暮らしの中のデザイン・工芸」
2・3年  P.76～77 「わかりやすく情報を伝える」
2・3年  P.80～81 「みんなのためのデザイン」
2・3年  P.82～83 「防災のデザイン」
2・3年  P.92～93 「憩いの場をつくる」

住み続けられるまちづくりを

1年  P.32～33 「材料に命を吹き込む」
2・3年  P.4～6 「私たちに問いかける美術」

つくる責任 つかう責任

2・3年  P.4～6 「私たちに問いかける美術」
2・3年  P.70～73 「メッセージを伝える」

海の豊かさを守ろう

1年  P.10～11 「美術の扉を開こう」
2・3年  P.104～105 「美術の力」

パートナーシップで
目標を達成しよう

1年  P.62～63 「木と親しむ暮らし」

陸の豊かさも守ろう

1年  P.10～11 「美術の扉を開こう」
2・3年  P.4～6 「私たちに問いかける美術」
2・3年  P.60～67 

「［体感ミュージアム］『ゲルニカ』を鑑賞しよう」
2・3年  P.70～73 「メッセージを伝える」
2・3年  P.104～105 「美術の力」

平和と公正をすべての人に

2・3年  P.4～6 「私たちに問いかける美術」
2・3年  P.46～47 「環境とともに生きる彫刻」
2・3年  P.70～73 「メッセージを伝える」

気候変動に具体的な対策を

1年  P.66～67 「美術館を楽しもう・芸術祭へ行こう」
2・3年  P.88～91 「地域の魅力を表すパッケージ」
2・3年  P.92～93 「憩いの場をつくる」
2・3年  P.101～102 「日本の伝統工芸」

働きがいも経済成長も

2・3年  P.70～73 「メッセージを伝える」

ジェンダー平等を実現しよう

2・3年  P.70～73 「メッセージを伝える」

安全な水とトイレを世界中に

2・3年  P.4～6 「私たちに問いかける美術」
2・3年  P.68～69 「暮らしの中のデザイン・工芸」
2・3年  P.80～81 「みんなのためのデザイン」
2・3年  P.82～83 「防災のデザイン」
2・3年  P.92～93 「憩いの場をつくる」
2・3年  P.104～105 「美術の力」

すべての人に健康と福祉を

1年 資料  P.10 「文字をデザインする」
1年 資料  P.32～33 「色の効果と配色」
2・3年  P.4～6 「私たちに問いかける美術」
2・3年  P.70～73 「メッセージを伝える」

質の高い教育をみんなに

きれいな水が手に入らない地域の現状を、
写真とコピーで伝えるポスター。

2・3年  P.73 「命の水、命がけの水」

差別のない世界になってほしいという
願いを込めたポスター。

2・3年  P.73 生徒作品 「NO BORDER.」

SDGsに関連した題材や作品を、数多く掲載しています

発行者：吉田直樹　
発行所：光村図書出版株式会社
〒141-8675 東京都品川区上大崎 2-19-9　電話：03-3493-2111 （代表）

内容解説資料

光村図書 検 索

光 村 図 書 ウェブ サ イト


